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パターン 演題登録 講演概要提出 講演
（講演者側）

講演・聴講
（聴講者側）

質疑応答 メリット デメリット

今春 あり 全国大会中止 講演概要の
Web公開

• なし • 通常と同じ準備でよい（た
だし今春は意図しない講演
中止）．

• 発表と質疑応答が
行われない．

通常 あり 会場でFace-to-face

通常全国大会の10分間 5分間

今秋
一般

締切延長 あり
（通常と同じ）

• 事前に録画し
た講演動画を
提出A)

• 講演概要と同
じ手順で提出
（予定）

講演動画をオン
デマンド配信B)

• スレッド式掲示板
（双方向のやり取り
を実現）

• 掲示板は会期中オー
プン状態C)

• 講演者による質疑応
答時間のプログラム
編成あり

• 座長による質疑のコ
ントロールD)あり

• 講演時間の重複がなく，興
味のある講演動画を視聴で
きる（究極的にはすべて視
聴可能）．

• 質問をする/される機会が
増える．

• リアルタイム性が
やや失われるが，
掲示板で双方向性
を確保．

今秋
ポスター

締切延長 演題登録時の概
要のみ
（通常と同じ）

• ポスター＋ナ
レーションを
一般公演と同
じ手順で提出
（予定）

会期中オープン • スレッド式掲示板
（双方向のやり取り
を実現）

• 掲示板は会期中オー
プン状態C)

• ポスターセッション
の時間帯を設定しそ
の時間は講演者は掲
示板にて対応

• 座長による質疑のコ
ントロールD)なし

• ポスターが目に触れる時間，
質問を受ける機会が増える．

• リアルタイム性が
やや失われるが，
掲示板で双方向性
を確保．

その他
A) 「講演動画」は，スライド＋テキスト，スライド＋音声，動画などいくつかの方式を検討中．
B) 講演動画はダウンロード不可能に設定する，聴講者は参加登録時に録音・録画・転載など不可であることに同意する，動画へのアクセスは会員ページ経由のみとする，などの仕組みを

構築予定．
C) 講演動画視聴可能期間，掲示板利用可能期間などの詳細は検討中．
D) 座長による質疑のコントロール（要回答の設定や意図の確認などを想定）の有無を想定．

2020年度秋季全国大会の開催方式の概要（通常の全国大会との比較を中心に）
通常の全国大会を基準に，今春の実績と今秋の計画をまとめた．
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